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イ
ー
ロ
ン
マ
ス

ク
（
資
産
家
）
も

不
織
布
マ
ス
ク
も

気
に
入
り
ま
せ

ん
。
邪
魔
な
ん
で

す
。

　

彼
の
地
球
上
の

住
居
が
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
だ

そ
う
で
す
。

　

他
の
銀
河
系
へ
移
住
す
る
こ

と
を
本
気
で
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

彼
は
、
地
球
よ
り
も
宇
宙
で

浪
費
を
す
る
こ
と
を
。

　

自
分
だ
け
の
生
き
残
り
し
か

考
え
て
い
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

　

地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
を
十
分
知
り
な
が
ら
、
他

人
ご
と
、
関
係
な
い
の
で
す
。

　

資
本
主
義
の
終
焉
だ
！
脱
成

長
だ
と
言
っ
て
も
そ
れ
が
何
な

ん
だ
。
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

今
、
稼
い
で
い
る
自
覚
は
な

い
と
思
う
。
富
は
寄
る
所
に
集

ま
り
ま
す
。
格
差
の
拡
大
。
腹

が
立
ち
ま
す
。

　

彼
ら
の
よ
う
な
人
口
の
１
％

の
富
裕
層
に
特
別
資
産
所
得
税

み
た
い
な
も
の
を
頂
き
ま
せ
ん

か
？

　
富
の
再
分
配
で
す
。

　

全
人
類
救
済
の
た
め
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
ょ
う
。
余
力
の
あ

る
層
か
ら
頂
く
の
で
す
か
ら
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

あ
と
は
、
月
な
り
、
火
星
な

り
へ
ご
自
由
に
お
行
き
く
だ
さ

い
。

　

そ
ん
な
時
、
貴
方
な
し
で
生

き
残
っ
て
い
る
人
類
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

な
ん
て
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
迷

思
考
中
。
や
は
り
マ
ス
ク
は
嫌

い
で
す
。

 

（
み
・
た
）
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北毛保健生協組合員現勢
　　　　　　　　　2023年５月末現在
組合員 ………………　 18,149人
出資金 ……………７億5,848万円
１人平均出資金 ……　 41,792円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

　

総
代
会
は
、
原
口
利
男
常
任

理
事
の
開
催
宣
言
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
髙
木
勉
渋
川

市
長
、
大
貫
晴
雄
県
生
協
連
会

長
理
事
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

阿
久
澤
昹
理
事
長
は
、
あ
い

さ
つ
で
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
地
域

の
医
療
を
守
る
」
役
割
が
果
た

せ
た
こ
と
。
今
年
は
全
支
部
で

支
部
会
議
を
開
催
し
、
生
協
の

大
事
な
方
針
を
組
合
員
と
職
員

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
、と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
。

組
合
員
活
動
で
は
、
生
協
の
力

を
発
揮
し
、人
と
の
つ
な
が
り
、

健
康
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
地

域
の
「
困
っ
た
」
を
ひ
ろ
っ
て

協
同
の
〝
わ
〞
を
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
北
毛
保
健
生
協
が

今
年
で
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
70
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一

緒
に
70
周
年
記
念
事
業
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

諏
訪
憲
治
専
務
理
事
は
、
第

１
号
議
案
・
２
０
２
２
年
度
事

業
報
告
、
決
算
に
つ
い
て
、
第

２
号
議
案
・
２
０
２
３
年
度
事

業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
、
第

４
号
議
案
・
役
員
選
任
に
つ
い

て
、
第
５
号
議
案
・
役
員
報
酬

に
つ
い
て
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。

　

橋
本
真
也
常
任
理
事
は
、
第

３
号
議
案
・
第
五
次
長
期
計
画

案
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
報
告
が
角
田
行

生
特
定
監
事
よ
り
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
は
、
書
面
議
決
を
含
め

て
賛
成
多
数
で
す
べ
て
が
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
ア
ピ
ー
ル
「
戦

争
の
準
備
で
は
な
く
平
和
の
準

備
を
」
は
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
て
の
議
事
の
終
了
後
、

２
０
２
２
年
度
に
活
躍
さ
れ
た

方
々
の
支
部
表
彰
、
組
合
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
ふ
や
し
は
赤
城
支
部

（
年
間
１
０
４
人
の
仲
間
ふ
や

し
）、
出
資
金
ふ
や
し
は
有
馬

支
部
（
年
間
５
５
７
万
５
千
円

の
出
資
金
ふ
や
し
）、
班
会
開

催
目
標
達
成
支
部
は
吉
岡
支
部

（
年
間
70
回
の
班
会
開
催
）
が

代
表
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
表
彰
で
は
、
年
間
12

人
以
上
の
仲
間
ふ
や
し
を
達
成

さ
れ
た
方
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
37
人
の
仲
間
ふ
や
し
を
達

成
さ
れ
た
赤
城
支
部
の
狩
野
孝

理
事
が
代
表
し
て
表
彰
さ
れ
ま

　

６
月
24
日
、
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
渋
川
に
て
北
毛
保
健
生
協
第
62
回
通
常
総

代
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

全
総
代
の
７
割
の
出
席
に
制
限
し
て
開
催
し
、
本
人
出
席
１
３
２
人
、
書

面
議
決
94
人
、
総
勢
２
２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
北
毛
保
健
生
協
２
０
２
２
年
度
の
ま
と
め
と
２
０
２
３

年
度
の
活
動
方
針
が
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　

退
任
役
員
を
代
表
し
て
吉
野

和
博
前
理
事
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
大
谷
和
一
前
監
事
か
ら
退

任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
橋
本
真
也

常
任
理
事
は
、
提
案
さ
れ
た
議

案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
喜
び
の
意
を
表
し
、
発

言
通
告
に
よ
る
質
疑
応
答
が
活

発
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

５
人
の
総
代
か
ら
発
言
通
告

が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

　

中
野
良
枝
総
代（
金
島
支
部
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
減
少

と
高
齢
化
の
た
め
若
い
人
も
参

加
し
て
ほ
し
い
。
西
部
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
て
お

り
建
て
替
え
て
ほ
し
い
」。

 

（
２
面
へ
続
く
）

総代会会場（プレヴェール渋川　２階）

諏訪憲治専務理事 渋川市長　髙木勉様県生協連会長理事 大貫晴雄様

議長の飯塚和子・加藤悦子総代（金島支部）

橋本真也常任理事

支部表彰の吉岡支部
退任のあいさつをする大谷和一
前監事（左）・吉野和博前理事

阿久澤昹理事長

第
62
回
通
常
総
代
会
開
か
れ
る

北
毛
保
健
生
協
70
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を

個人表彰の狩野孝さん

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。
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子

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、

健
康
な
く
ら
し
を
!!

２
０
２
３
年
５
月

加
　
　
　
　
入

増
　
　
　
　
資

　５月30日（火）、坂東橋緑地公園で第18回目となる「支部交
流グラウンドゴルフ大会」が、３年ぶりに開催されました。こ
の大会は、世界禁煙デーに併せて開催しています。
　前日までの雨もあがり、真夏のような暑さの中、男性118人、
女性115人、総勢233人が熱戦を繰り広げました。
　上位３位までの結果は次の通りです。
男性の部
　１位：板倉　伸吉（金島）
　２位：菊池　　章（伊香保）
　３位：長谷川文男（豊秋）
女性の部
　１位：茂木キヨ子（金島）
　２位：齊藤てる代（八木原）
　３位：田村　千代（豊秋）

男性の部優勝
　　板倉伸吉さんのコメント

　グラウンドゴルフは、老人会
に入会し、自分自身の健康管理
や老人会の方々とのコミュニ
ケーションを兼ねて始めました。
　今では、市のグラウンドゴル
フ協会にも入会して週２回練習
を行っています。今回の大会では、ホールインワンを２本出し
たことが大きな勝因でした。これからの目標は、健康に注意し
ながらグラウンドゴルフの練習や大会にも出場していきたいと
思います。

女性の部優勝　茂木キヨ子さんのコメント

　町内の人と食事に行ったときに、グラウンドゴルフは楽しい
よと勧められて始めました。グラウンドゴルフを始めてすぐに
大会で優勝したことで楽しくなりました。今でも週２～３回、
吾妻川河川敷や坂東橋緑地公園で練習や大会をしています。今
回の大会も自分の思うようになり、優勝することができました。

北毛保健生協70周年記念北毛保健生協70周年記念
第18回グラウンドゴルフ大会第18回グラウンドゴルフ大会
2019年以来 盛大に開催2019年以来 盛大に開催
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さ
れ
、
支
部
の
運
営
委
員
会
で

当
番
制
に
し
た
」。

　

宮
内
孝
子
総
代
（
赤
城
支

部
）は
、「
支
部
分
割
に
向
け
て
、

支
部
の
取
り
組
み
の
報
告
と
分

割
す
る
と
役
員
の
選
出
に
偏
り

が
出
て
し
ま
う
現
状
を
報
告
」。

理事
阿久澤　昹（全体）   （再）
小澤　　厚（全体）　 〃
大林　　恵（全体）　 〃
小林　英喜（全体）　 〃
鈴木　由紀（全体）　 〃
諏訪　憲治（全体）　 〃
高橋　敬子（全体）　 〃
根本　雅明（全体）　 〃
橋本　真也（全体）　 〃
林　　章子（全体）　 〃
青木　敏子（八木原）〃
荒木　昭夫（金島）　 〃
伊佐　信義（半田）　 〃
猪俣　友子（吉岡）　 〃
大竹　誠一（豊秋）　 〃
小野　　實（小野上）〃
狩野　　孝（赤城）　 〃
木暮　洋子（赤城）　 〃
見城　壽雄（有馬）　 〃

今野　義雄（金島）　　　（再）
澤浦　愛子（豊秋）　　　 〃
島田　憲子（子持）　　　 〃
下田　晶子（北橘）　　　 〃
中澤　　勤（市街地西部）〃
中島　季子（吉岡）　　　 〃
西田　英明（榛東）　　　 〃
原口　利男（子持）　　　 〃
宮嶋　國利（市街地東部）〃

監事
香川　　隆（全体）　　　（再）
角田　あや（全体）　　　 〃
角田　行生（全体）　　　 〃
原島　良一（全体）　　　（新）

退任された役員
吉野　和博（全体）
大谷　和一（全体）

※なお、理事長　阿久澤昹（再）、副理事長　小澤厚（再）、専務理事　
諏訪憲治（再）が選出されました。

新役員紹介

中野良枝総代（金島支部）

小野文子総代（小野上支部）

原島良一非常勤監事（新） 宮内孝子総代（赤城支部） 井上幸夫総代（子持支部）

唐澤崇子総代（小野上支部）

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

　

唐
澤
崇
子
総
代
（
小
野
上
支

部
）
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

も
の
づ
く
り
の
２
つ
の
ク
ラ
ブ

を
作
っ
た
。
病
院
の
売
店
を
再

開
し
て
ほ
し
い
」。

　

小
野
文
子
総
代
（
小
野
上
支

部
）
は
、「
院
所
利
用
委
員
会

で
の
要
望
・
苦
情
に
対
す
る
結

果
が
出
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
組
合
員
ふ
や
し
の
目
標
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る

か
」。

　

井
上
幸
夫
総
代（
子
持
支
部
）

は
、「
生
協
コ
ー
ナ
ー
が
再
開

男性の部　右から上位３人

女性の部　左から上位３人

プレーのようす

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》

2023年７月５日　⑵●　第 554 号



く　ら　し　と　医　療

医療講座医療講座医療講座

あ
な
た
は
ど
こ
で
死
に
た
い
で
す
か
？

〜
訪
問
診
療
の
す
す
め
〜

北
毛
病
院
　
内
科
　
岩
　
出
　
良
　
介

北
毛
病
院　

３
階
病
棟

職
場
紹
介
④

職
場
紹
介
④

　
「
あ
な
た
は
ど
こ
で
死
に
た

い
で
す
か
？
」

　

こ
の
よ
う
に
問
わ
れ
て
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
で

し
ょ
う
か
？

ど
こ
で
最
期
を
―
―

「
自
宅
で
」
7
割

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
（
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
に

関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
平
成

30
年
３
月
）
で
、
ど
こ
で
最
期

を
迎
え
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す

か
と
の
問
い
に
約
７
割
の
人
が

「
自
宅
」
と
答
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
約
８

割
の
方
は
病
院
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
方

は
約
１
割
強
で
す
。

　

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と

言
っ
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
と
疑
問
に
思
う
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
は
自
宅
で

最
期
を
迎
え
る
た
め
に
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
訪
問
診

療
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
診
療
が
後
押
し

　

前
述
の
よ
う
に
自
宅
で
最
期

を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
増
え
て
き
て
お
り
、
政
府
も

訪
問
診
療
の
推
進
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
在
宅
で
の
看
取

り
を
希
望
さ
れ
る
方
の
ほ
か
、

何
ら
か
の
事
情
で
通
院
が
困
難

に
な
っ
た
方
な
ど
に
対
し
て
医

師
が
直
接
ご
自
宅
へ
訪
問
す
る

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
北
毛
診
療
所
と

合
わ
せ
て
、
月
に
２
０
０
件
以

上
の
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

患
者
さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

訪
問
診
療
で
は
病
院
で
の
診

療
と
異
な
り
、
実
施
可
能
な
検

査
の
種
類
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
家
で
診
療
を
行
う
こ
と

で
患
者
さ
ん
も
病
院
で
お
会
い

す
る
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表

情
に
な
り
様
々
な
こ
と
を
お
話

し
し
て
頂
い
た
り
、
患
者
さ
ん

の
生
活
の
様
子
を
拝
見
す
る
こ

と
で
治
療
だ
け
で
な
く
生
活
や

介
護
の
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
良

い
点
も
多
い
で
す
。

お
気
軽
に
相
談
を

　

不
思
議
な
こ
と
に
最
期
ま
で

家
で
過
ご
す
こ
と
で
医
学
的
に

予
測
さ
れ
た
余
命
よ
り
も
長
く

　

３
階
病
棟
は
、「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
」
で
す
。
患
者
様
10

人
に
対
し
１
人
の
看
護
師
と
看

護
補
助
者
の
配
置
で
50
人
の
患

者
様
の
看
護
を
行
っ
て
い
ま

す
。地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
、

地
域
連
携
室
、
相
談
室
の
ス

タ
ッ
フ
、
さ
ら
に
は
介
護
部
門

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
合
い
、
患

者
様
の
退
院
後
の
生
活
を
見
据

え
た
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
協

力
し
、
治
療
を
行
い
な
が
ら
、

積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、

生
き
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
親
戚
や
ご
友
人
な

ど
で
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
通
院

が
大
変
に
な
っ
て
き
た
な
と
感

じ
る
場
合
や
自
宅
で
過
ご
さ
せ

て
あ
げ
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
悩
ん
で
い
る
場
合
に

は
是
非
当
院
に
ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
訪
問
診

療
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
生
活

の
質
の
向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば

我
々
と
し
て
も
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

外
来
な
ど
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　通信教育は、自分のペースで学ぶことができ、医療生協を理解し、周りに広めるきっかけ
にもなります。おすすめコースは、「医療福祉生協の2030年ビジョン」「いつまでも自分らし
く支えあう地域包括ケア」「くらしと社会保障」「医療福祉
生協いのちの章典」です。
　受講を修了した方には、素敵な記念品をプレゼントいた
します。

≪受講のしかた≫
１ ．パンフレットからコースを選び、申込書を生協事務局
へ提出してください

２ ．自宅に教材が届きますので、学習をはじめてください
３ ．レポートに答えを記入し、同封されている封筒に入れ、
返送してください

４．添削後、合格点に達すると修了証が届きます

★パンフレットがお手元にない方、ご不明な点などは、
　 北毛保健生協　事務局（☎24-2141）までお問い合わ
せください。皆様のお申し込みをお待ちしています！

医療福祉生協連の“通信教育のご案内”
受講者申し込みは、７月末まで
医療福祉生協コース：９月～開講

す
。

　

３
階
病
棟
で
は
、
新
人
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
様
々
な
世
代
の

ス
タ
ッ
フ
で
助
け
合
い
な
が
ら

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

段
階
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ご
家
族
様
の
面
会
も
再
開
し
て

い
ま
す
。
患
者
様
、
ご
家
族
様

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
入
院
生
活
、
退
院
後

の
生
活
が
よ
り
良
い
も
の
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
協
活
動
も
徐
々
に
再
開
と

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
地
域

の
組
合
員
の
皆
様
に
助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
地
域

に
出
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

患
者
様
の
日
常
生
活
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
群
馬
大
学
附
属
病
院
、

前
橋
赤
十
字
病
院
な
ど
で
の
治

療
を
終
え
た
患
者
様
の
リ
ハ
ビ

リ
加
療
の
入
院
、
医
療
依
存
度

の
高
い
患
者
様
を
ご
自
宅
で
介

護
し
て
い
る
ご
家
族
様
の
休
息

を
目
的
と
し
た
レ
ス
パ
イ
ト
入

院
（
自
宅
に
お
け
る
介
護
が
一

時
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

短
期
入
院
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま

診療表変更の診療表変更の
お知らせお知らせ

ともに学び、ともに考え、ともにつくる
「健康で居心地よくくらせるまちづくり」

　訪問診療（往診）に
ついてのご相談は下記
までお問い合わせくだ
さい。
北 毛 病 院　☎24-1234
北毛診療所　☎24-2818

６月号に掲載した診療表より下記の通
り変更になります。

【北毛病院】
＊小児科（月曜日　夜間）
　　→福江医師・永井医師
＊専門外来　予防接種（金曜日　午前）
　　→岩出医師

７月の診療表は下記のQRコードでご
確認ください。

※診療表は各事業所でもお渡しできます。
　　北 毛 病 院　☎24-1234
　　北毛診療所　☎24-2818

北毛病院　3階病棟スタッフ

《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。
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く　ら　し　と　医　療

無料法律相談　毎月第１月曜日　午後７時～　渋川民商事務所（金井本町）に於いて　顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは☎22-1482無料法律相談

職員募集職員募集職員募集
医　　　師
言語聴覚士
看　護　師
看 護 助 手
事 務 職 員
介 護 職 員
調理補助員
運　転　手

常勤
常勤
常勤2024年卒業予定者
常勤、パート
常勤、パート
常勤、パート
常勤、パート
パート

ご連絡の上、履歴書をお送りください。
（連絡先）
　渋川市有馬237-1
　北毛保健生活協同組合
　総務部　鈴木まで
　　　　　TEL 0279-24-1234

わたしの一枚
「我が家のアイドル」

 赤城支部　渡辺　洋子
　我が家のアイドル「ナ
ナ」６歳です。まだま
だ一緒に過ごせそうで
す。生後２ヶ月の頃は
ニャンとも言えず可愛
かったですが、今となっ
ては、なかなかのきか
んぼうです。

私も
配って
ます

私も
配って
ます

　
北
橘
支
部牧

　
か
ず
子
さ
ん

●
配
布
者
さ
ん
紹
介
●

　
今
は
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
も
参
加

し
て
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
手
芸
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
支
部
の
役

員
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
、
健
康

の
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

世
間
話
を
し
な
が
ら
配
布
し
て

い
ま
す
。

金島支部旅行＠佐久総合病院

榛東支部合同班会

子持支部旅行＠遊神館

（現在６歳）（生後２カ月頃）

市街地協議体旅行＠楽山園

吉岡支部旅行＠足尾銅山

小野上支部ウォーキング班会＠伊香保

cafe あじさい柏餅づくり

半田支部旅行＠新海三社神社

八木原支部旅行＠
あしかがフラワーパーク

活 動 紹 介

日　　時：８月22日（火）12：00～

　　　　　８月23日（水）17：00

場　　所：渋川市民会館　小ホール

作　　品： 手芸品、絵画、写真、短歌・

俳句、書道、その他展示可

能な作品

募集要項：北毛保健生協組合員

　　　　　１人３点まで

申込受付：支部ごとに７月１日～

　　　　　７月31日

　　◆お問い合わせ

 北毛保健生協　事務局まで

　　　　　　　☎24-2141

日　程 本・網の目コース 時　間（予定）

７月13日
（木）

①小野上行政セン
ター→金島→渋川
市役所
②沼田→子持→渋
川市役所

①小野上行政センター（12：
00）～金島ふれあいセンター
（14：00）～渋川市役所第二
庁舎（16：00）②子持行政
センター（15：00）～渋川
市役所第二庁舎（16：00）

７月14日
（金）

③渋川→前橋

③渋川市役所第二庁舎（9：
30）～渋川駅（10：20）～
半田集会所（11：30）～関
根セキチュー（14：00）～
下小出公園（15：00）～前
橋市役所（16：00）

※伊香保、榛東・吉岡、赤城、北橘の網の目コースは、７月９日（日）
に予定します。
★集合時間等、詳細のお問い合わせは、

北毛保健生協　事務局まで（☎24-2141）

「なくそう！核兵器！」　核兵器使用の威嚇や核兵器
の配備に抗議し、核兵器の廃絶を要求しましょう！
一歩でも二歩でもいっしょに歩きましょう！

組合員文化作品展
出展者大募集

北毛保健生協70周年記念

 太平洋戦争末期、
 子どもたちを守るために、
 保育園ごと疎開させる
 ことに挑んだ保母たちの
 実話を描いた作品です。

■と　き　８月23日（水）
■ところ　渋川市民会館　大ホール
■じかん　①10時30分～ 12時30分
　　　　　②14時00分～ 16時00分
　　　　　③18時00分～ 20時00分
　　　　　　※開場は上映の30分前からです
■入場料　一般1,000円　高校生以下800円
　　　　　前売りチケットは、各支部役員または、生協 事務局へ
■主　催　北毛保健生活協同組合（☎24-2141）
　　　　　生活協同組合コープぐんま（☎24-5312）
　　　　　渋川北群馬民主商工会（☎22-1482）

平和映画会 2023年原水爆禁止国民平和大行進感動と涙の物語

あの日のオルガン
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